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伐根はマラF喰虫の越冬場処のみならず繁しょくのためにもう間用されるととは周知の事実であ

り、 (1)，(2)， (のその数も可成り多く駆除に際しではこれの処理も必ず行わなければならないが、従

来伐根に於ける害虫の生態に就いての誤査研究はあまり行われて居ないので、当地方に於けるマ

ヅ喰虫の生態翫査の一環として1.949年6月より約Hト年問、山梨豚富士吉田市上吉田町大字上吉田

字聞の山局、協臨有林に於て本訴査を行い一応の結果を得たので報告するo結果の取まとめ等にも

穣々不備の鮪があると思われるのであるが、何等かの参考となれば辛である。

本訴;査にあたり色々と柏l指導を賜った、日塔正俊、 Il!~時丈言、入代雄蔵の諸氏、叉前査に終始

尽力された場員各位に謹んで謝意を表する。

調査地の概加

fij記査地はアカマヅ天然林で樹令官.J40年前後、面積 22.29ha地況は標高約1100m、傾斜北東向約

s口、土援は砂質でれきに富み腐艇の堆積は相当多い白プカマヲの生長は良好で欝閉は中ょう、濯

木、下草は相当侵入して居る。
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近接林分〈プカマ汐林〉は1949年皆伐されたが、菰査地相:分の害虫に依る被害は比較的かるく

林鯨附近に結端枯れを見たが林内に作殆んどこれを見なかった。然し林内の衰勢木の 1，2に害虫

の穿入が見受けられたが〈マヅノキグイ、、Myelophilluspiniprda L.マヲマルコシユノグイ、

Xylebolus va1idus Eich.)他の立木に全然飛孔が見られないので1949年に始めて侵入したも

のと思われる@

調賓材料並に調査方法

1949年6月よりHi50年4月詣毎月10本宛立木を伎倒し、とれ等の伐根につき各薩径、伐娘高、樹

皮障を測定し、調査に供した白供試伐根の詳細は第 I表の通りである。

第 1言受伐根測定表

1949年5月11日伐倒1949年6月14日伐{到1949年7月13日伐倒1949年8月6日伐倒1949年9月初日筏倒
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1949年11..625日伐倒1949年12月25日伐倒1950年1月25日伐倒1950年2月24日伐倒1950年4月2日伐倒!
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調査方法は伐根を選定した後一定期間を置いて之を剥皮L、之に穿入繁しよく、或は越冬した

害虫の種類、数を調査記録した。

調室完結果

剥皮筑査は1949年7月中旬、 9月上旬、 10月上旬に夫々5丹、 6月、 7月に伐倒した立木の伐根に

っき各5本宛第1期調査を、 1950年3月中旬に1949年5月、 6月、 7月、 8月、 9月に伐{却したもの L伐

根につき各6本宛第2期調査を行い、 1950年5月上旬に19"19年11月、 12月、 1950年1月、 2月、 4月に

伐倒したもの L伎棋につき各5~宛第3長Hm:査を、同年7月下旬、 1949年8月以降伏倒した立木の伐

根につき各5本宛第4期調査を行った。結果の詳細は次の通りであるロ

第 1期調査

;本罰査は立木を伐{到した後、その伎根について同一年内に於ける害虫の掠来、繁しよく状態を

知るために行ったもので、結果は第2表の通りである口
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即ち6月に伐倒したもの L伐根にはマヲノキグイの幼虫、 6月伐倒の分にはマヲノシラホシグウ

とれは伐倒の幼虫、 7月伐倒の分にはシラホシゾウ以外のグウピムシ科の幼虫が多く見られた9

木l亡於ける繁しよくの場合と同様で当地方に於ける各害虫の生活環と樹めて好く一致して居る。

第 2期調査

本調査は伐根に於ける嵩虫の越冬状況を知るたあに符ったもので結果は第3表の通りである。

伐{到fJfi.査表く剥皮読資〉第 3表

1950年3月}6，17日調査

1949年7月13日伐倒
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1949年8月6目伐倒 1994年9月初日伐倒
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即ち5-8月に伐倒されたもの与、伐根にはグウピムシ科、カミキリムシ科の幼虫態、の越冬を認

め、 9月30日に伐倒されたもの L伐根に少数乍らマヲノキグイの成虫態の越冬が見られ、これに

① 
1''1他の害虫の越冬は見られなかった。とれは中野 の観察して居る様に当地方に於てはマヲノキ

グイは越冬の為に伐根を利用する事は極めて少ない事を裏書して居る。叉害虫、の飛来期間内では

伐根への飛来は伐期、害虫の種類に依り可成差遣がある様なので労散分析法に依りその意義を求

めて見た。第3表のグウムシ科、立木の伐期5月、 6月、 7月、 8月を用いて分散分析表を作ると、

第 4 表

要 劉|自由民|欄畑|分散比| F 

伐 期 989.5 3 329.8 2.1 F4~ く5%) ::::2.80 

種 類 108.9 2 54.5 

交互作用 1173.5 6 195.6 

誤 差 7458.0 48 155.4 

59 

一，、♂

従って各要因について有意な差は認められないロ

第 3期調査

本書官査は当地方に於てせい息数最も多いマヅノキグイの産卵のたるの燕来、穿入状況を知るた

めに行った。結果は第5表の通りであるo
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第 5諜伐根調査袈〈剥皮調査コ

1950年6月1.2日調査

1950年4月2日伐倒

即ち多数の成虫が穿入して居 h 伐期に依り差が認められる様なので第1表、第5表より単位面

積当りの穿入頭数を求め、これを用いて分散分析法に依りその;意義を求めて見た口

即ち各伐根の表面積の算出限紋頂園錐体の展開を求める式 L1='Jtくγ十γ')hをJ恨掬とした。

'Jt…国間率、 γ…底回の半径、ゲ…上回の半径、 h…闘釦体の高さ。之を伐根に当てはめると、

hf仙の く 削0) d 肝川1の伐tINf....d'・伐t~J. iÆ." 1 出捕、単位面積として

は 100C1ll2を用いた。これに依って第1表及び第5表より各伐根についての昂位面積当りの穿人数

を求めると次の通りである。

第 G表のa マヅノキグイ.&"位面積当り穿入数

1949年11月 1 2φ 月 1950年 1月 2 月 4 月

3.45 2As 1.98 2.27 1.80 

2 2.28 2.5o 2.0H 1.l¥:J 

3 ~..::~2 0.110 O.(.iD 2.4.1 0.87 

4 3.11 2.49 2.78 0・75

5 2.72 3.74 2.78 1.73 0.42 

一一一一 一
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鋳6喪のb

I~ 1949年11月 1 2 月 1950年1月 2 月 4 月

1 145 46 -2 27 -14 

2 28 56 9 一 - 81 

3 32 -110 一.131 44 -103 

4 111 一 49 78 -125 

6 72 174 78 一27 -158 

388 166 3 122 -481 198 

77.6 41.5 0.6 30.5 -96.2 

今 ζれに基いて散分析援を作ると第7表の通りである。

第 7 表

伐 期 85288.3 4 4.08後

妥目~日: 差 94137.2 18 5229.8=ε3 

全分 散 179425.5 22 

従って伐期の異なることに依り代根への穿入数に差があると認証うられるD 次に第6表の b及び

第 7表よりどの琵が有意であるかを見ると

8=e/ ，v瓦とすれば、この場合mロ 5であるから 8= 72.3/2.24 = 32.3 

危険率 α=0.05のとき、nl=1， n2 =18として F=t2 =4.41 ・ぉ t= 2.1 

ゐ/すt8 = 1.41 X 2.1 X 32.3 = 95.6 

故に伐期に依る差についてはその差が95.6以上のものが有意である。従って危険率 5%で 1950

年 4月伐倒のものと、他の 4期の伐期とのをは有意と認められる。即ち此の誹資に於てはマヅノ

キグイは越冬後飛出穿入の際春期に伐倒されたものよりは冬期に伐倒されたものに多く穿入ずる

と認めてよいが、冬期に伐倒jされたものについてはどれに多く穿入するかと言ふことは出来な

ぃ。 ヌ此の差のあらはれたI京国が何によるかは此の読査では判然しない白

( 37 ) 



第 4期 調 蜜

本調査はマヲノキグイの羽化熟出後行ったもので、マヲノキグイの繁Lよく状態、並に剥皮時

に於けるその他の害虫の穿入繁しよく状態を知るために行ったもので、結果は第8表の通りであ

る。

第 8表伐根調査表〈剥皮調査〉

1950年7月25.26日調査

1949年9月 30目伐倒
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1950年2月24関投槙! 1950年 4月 2日伐倒

種 マ飛 マ母

マキヅノ羽化I虫武ママヅ穿入乳オゾ、穿入手[
種

マ剖マ母!マ羽イEU!マ記J列叫ォ穿乳入
~ ~ ~ I~ 1~1ij'~ 、、

類 ノ抗 ノ説 類 ノ抗ノ抗ノ マ ゾ
キ キ 11〆 ウ キキキルウ ムj屈
グ lJ グ コ ム グググコム シ

伐根番醗

イ イ イ γ γ 

伐根番掛

イイ イシシ 科
1ノ
グ
イ

JI 114 1 21 [ 113 r 2 E19|14||1111217 

lV 1 25 1 35 I 5 1 26 1 百 I 1 61 I J 

vl 116 1 29 1 1122 1 

m||7im|| 1381 wl 1 I 1 1 1 

1 '1 1 1 x I 8 I 31 I 1 37 1 

き1-I 62 1108 1 5 1197 I 2 計 124 1 67 1 5 1 59 

本調査に於ては第3期調査に於ては全然穿入の認められなかったゾウピムシ科、カミキリムシ

科、殊にグウピムγ科の幼虫が多く認められ、又アリに依り伐根を占有され、全然害虫の生そく

を認めないものもあったロマ汐ノキグイは穿入当初~ (第3期調査〉に比し、羽化燕出数が非常に

少なかった。叉マ汐マルコシジグイの穿入が多数認められたD 今第8哀の結果につき、伐期に依

る差、害虫の種類に依る差が認められる様なので、分散分析法に依りその意義を求めた。

第 8表を計算に使な様に整理すると次の様に成るD

第 9 表

1 2 3 4 1 2 3 

19491A 
A B C D 

21 。o 0 21 8 14 14 5 41 : . . : 
ママグオ

81B 34 。o 13 47 58 41 62 29 190 セア ~ 勺 、、
ノマピグ

C 12 。5 21 38 o 0 1 0 1キノレムウ

月 グコシ穿

D 。。。。。 o 6 1 0 7イシ科入

飛手L〉ノ 〈 孔
グ シ

フ

A 8 26 3 12 49 
9 

2 IB I 13 26 122 36 B ，3 12 7 21 43 

C 2 1 1 3 7 C 。。。。
月

D 5 。。。 2 。。。
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A 7 33 3 9 52 A 9 。8 7 24 
11 4 

'IB 12 o 12 6 30 B 11 37 11 。59 

C 5 。1 。 6 C 2 2 。1 5 
月 月

D 13 。7 1 21 D o 18 。9 27 

一
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A 13 13 8 9 43 1101 
12 

B 77 6 14 21 118 

C 。3 。。 3 
月

D 。。。3 3 

鋳 9表に基き分散分析表を作ると百

第四表

要 動 | 自 由 度 | 不 偏 分散 l分散防| F 

伐 1694.8 6 282.5 1.6 

種 類 9192.6 3 3064.2 17.1保持 Fsk1%) =4.04--3.98 

交互作用 6086.7 18 371.5 2.1持 1.77>Fまく5%)>1.68

号泣 差 15077.7 84 179.5=e2 

|三竺1-=…1_-竺1~_~_l_____j 
即ち種類の異なることに依存差は極めて顕著である。叉校期と種類との交互作用も顕著であ

る。次にどの差が有意であるかを見ると

DZ主主 F's;(5%) x 2kl k2 Xε2 ζの場合 kl= 4， kzロ 7であるから

D2 ~ 3.96-3，94>ど2x 4 x 7 x 179.5 = 3980.592---3960.488 

IDI~主 63.1---62.9

(!設にA:C，D，B:A，C，D， B:A 

良nちJ~[の筑査ではマヲマルコシジグイ、マヅノキグイ院及びキグイムシ科、ゾウピムシ科問、

に危険率 5%で右詰;な主が認められるロ伎期と害虫の程類との交互{乍mは積算的であって此の調

査に於ては交互作用はキグイムシ科に有利に間Jらいて居る。

以上の調査結果を一年を通じて館括すると、
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春期、早春より話動を~始するマ'yノキグイは、その年の宥股倒されたものよりは前年の秋、

冬く前年度に於げる害虫の活動期i以降)K伎倒されたもの九段根に多く穿入L..その数も相当多

かった白

春期~夏期首マヲノキグイの熟来に始まり次いでマヲマルコγνグイ、ミラホシゾウ百その他

のゾウピムシ科、カミキリムシ科の無来、繁しよくが行われたのであるが、此の期間に於てはゾ

ウピムシ科に比してキグイムシ科、殊にマ Yマルコシユノグイの穿入、繁しよくが圧倒的に多かっ

た。

夏期N 想k期 キグイムシ科の熟来は殆んどなくなり百グウピムシ科、ヵミキリムγ科が燕来繁

しょくし、殊にゾウピムシ科の繁しよくが多かったD

秒期~翌年春期此の期間は越冬期間であるが百当地方に於ては 8月以降伐倒したも L伐根で

は年内に羽化発出したものはなく百伐根に於ける越冬はゾウピムシ科が多く B マYノキグイの越

冬は極めて少なかったD

従って伐根を繁しよくの場とした場合も百各害虫の生活環は伐倒木の場合と同様で、害虫の各

々の種類に就いては飛来期間中に於て立木の伎期の異なることに依り伐根への穿入の多少、或は

穿入繁しょくを見ない期間もあり得るがマヲ喰虫は単一種で森林に被害を与えることはないから

伐根は常にマ Y喰虫の繁しよくの温床となって居るので、処理に降、しては適期を誤らないことが

肝要である口

むすび

1)本報告は山梨騎1富士吉田市上吉田町地内アカマ汐伎銀に燕来するマ汐喰虫の生態につき記

した。

2)早春マ'yノキグイは産卵のために春期に伐倒されたものふ伐根よりは前年秋冬期に伎倒さ

れたもの侭好んで飛来穿入する。

3)零期より重期にかけての害虫の繁しよくはキグイムシ科が多く、繁しょくについての伐期

に依る差は認あられなし、白

4)夏期より歓期にかけての害阜の繁しよくはデウピムシ科が多い。
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5)伐根に於ける越冬はゾウピムシ科が多〈、マYノキグイの越冬材、極あて少ない。叉勲三F期

問中に於てはゾウピムシ間の程類に依る護は認められない。

女 献

]~松下真幸森林害虫~ 1943年

む井上元則松i昏虫防除精説 1949年 l

3~ 中野博E マヅノキグイムシの越冬と防除に就いて 自称誌 voI.32.No・6

4，香山 彊 えさ木誘引に依るマ Y害虫の生態帯主査 山梨l部材試場報第3盟主 lHfiO年

5，増山元三郎 少数例のまとめ方と実験計画の立て方 1951年

6~ jJ雪山元三郎実験計画法大要 1949年
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